
標高の違いによるチ ヤノコカクモンハマキの発生量の差

[要約］茶の三大害虫の一つである
－ －

生量が少なく、茶園での密度も低い。

チャノコカクモンハマキ は、壁亘が高いほど発

農薬の散布による幼虫密度の低下は発生量の多
い低標高地では認められたが、 発生量の少ない高標高地では認められない。
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［背景・ねらい］

茶の栽培地は平坦地から高標高地にわたっており、病害虫の発生実態も標高差によって

異なっていると思われるが、防除は慣行的に一律に実施しているのが現状である。

そこで、茶の代表的な害虫であるチャノコカクモンハマキの発生実態と標高の関係につい

て調査し、減農薬栽培推進のための効率的な病害虫防除の可能性を検討するための資料を
得る。

［成果の内容・特徴］

①フェロモントラップによる５～９月の誘殺頭数調査によると、チャノコカクモンハマキ

の雄成虫の発生は、標高が高い（150m以上）ほど少なくなり、明かに標高差が認められる
（表１）。

②チャノコカクモンハマキの幼虫密度は、標高が低い地域では防除回数が少ない（無～慣
行の1/2）と慣行防除より高くなるが、標高が高い地域では発生量が少なく、防除回数の多
少による差は認められない（表２）。

［成果の活用面・留意点］

チャノコカクモンハマキの発生生態の資料として茶防除基準に登載し、高標高地域の減農

薬栽培を指導する。ただし、農薬の選定に当たっては他病害虫の発生に注意する。
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標高防除第２世代第３世代第４世代平均

[具体的データ］

表１フェロモントラップによるチヤノコカクモンハマキ雄成虫の年間誘殺数

（平成３年）
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数字は各標高地１ヶ所のフェロモントラップによる５月～９月の総誘殺頭数。

(指数）は、標高５０ｍの慣行防除園に対する指数。

慣行防除は6～10回散布、省防除は無～4回防除。
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表２チャノコカクモンハマキの世代別幼虫密度（平成４年）
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注）①調査は第２世代が７月１７日、第３世代が８月２１日

第４世代が９月２４日に実施した．。

②単位は頭／ｍｚである。
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